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平
成
30
年
度

町
政
執
行
に
あ
た
っ
て
の

基
本
方
針

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
30
年
度
の
町
政
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
現
行
の
「
西
会
津
町

総
合
計
画
・
後
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
計
画
の
柱
で
あ
る
「
こ
こ
ろ

豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」「
豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
も
と
に
、
各
種
施
策
を
総

合
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
、
現
行
の
「
西
会

津
町
総
合
計
画
・
後
期
計
画
」
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
計

画
の
実
施
に
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
評
価
・
検
証
を
行

い
、
平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
し
い
「
西
会
津
町
総
合
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
西
会
津
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、

「
雇
用
の
創
出
」「
町
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り
」「
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
支
援
」「
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、
地
域

づ
く
り
を
推
進
」
の
４
つ
を
基
本
目
標
と
し
て
、
本
年
度
も
引
き
続

き
具
体
的
な
事
業
を
実
施
し
、
人
口
減
少
対
策
や
町
の
活
性
化
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
世
代
の

経
済
的
な
負
担

を
軽
減
し
、
よ

り
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
を
整
え
る
た
め
、
平
成
30
年
度

よ
り
保
育
施
設
利
用
時
の
保
育
料

を
全
て
無
料
に
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
開
園
し
た
「
西
会

津
町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
」
は
、
認

定
こ
ど
も
園
と
し
て
の
機
能
に
加

え
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し
た
、

子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
で
す
。

こ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し

て
い
く
た
め
、
子
育
て
世
代
の
皆

さ
ん
が
さ
ら
に
気
軽
に
利
用
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
と
と
も

に
、
隣
接
す
る
小
・
中
学
校
と
の

事
業
連
携
や
共
同
活
動
、
情
報
交

換
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
体
制
づ

く
り
に
向
け
て
話
し
合
い
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
産
官
学
民

と
の
連
携
や
地

子
育
て
の

充

実

生
涯
学
習

の
推
進

芸
術
文
化

活

動

ス
ポ
ー
ツ

の
推
進

教
育
の

充

実

域
の
多
様
な
人
材
が
積
極
的
に
教

育
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
教
育
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
向
け
、「
Ｉ

Ｒ
Ｔ
テ
ス
ト
」
の
導
入
な
ど
に
よ

り
児
童
生
徒
の
経
年
的
な
学
力
の

変
化
を
把
握
・
分
析
し
、
子
ど
も

一
人
一
人
の
学
力
向
上
に
向
け
た

指
導
の
工
夫
・
改
善
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
や
職
場
体
験
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
っ
た
多

様
な
経
験
を
通
し
、
児
童
生
徒
の

主
体
的
な
課
題
解
決
能
力
の
向
上

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
地
域
学

校
協
働
活
動
事
業
」「
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」「
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
」
に
よ
り
、

さ
ら
に
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
体

制
づ
く
り
を
強
化
し
、
郷
土
愛
を

育
む
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
西
会
津
小
学
校
の

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
尊
重
し
な
が
ら
、
平
成
30
年
度

中
に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
県
立
西
会
津
高
校
は
１

学
年
１
学
級
規
模
の
本
校
と
し
て

維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
は
人
材
の
育
成
や
地
域
活
性

化
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
入
学
者
確
保
に
向
け
た
支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん

が
生
涯
を
通
じ

て
学
べ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町
民
の

学
ぶ
意
欲
が
高
ま
る
講
座
や
教

室
、
地
域
に
出
向
い
て
行
う
出
前

講
座
な
ど
を
引
き
続
き
開
催
し
て

い
き
ま
す
。

誰
も
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
環
境
を

整
え
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
ふ
く
し

ま
駅
伝
を
は
じ
め
と
す
る
市
町

村
対
抗
の
３
大
会
に
つ
い
て
は
、

チ
ー
ム
力
と
技
術
の
向
上
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
自
主
的
な
活

動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

先
人
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
地

域
の
宝
で
あ
る

貴
重
な
文
化
財
や
伝
統
文
化
、
民

俗
芸
能
な
ど
を
次
の
世
代
へ
確
か

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
平
成
29
年
度

に
策
定
し
た
「
西
会
津
町
歴
史
文

化
基
本
構
想
」
の
具
現
化
を
図

り
、
文
化
財
の
保
存
、
伝
承
、
活

用
に
努
め
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。
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豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

国
の
米
政
策
改

革
に
伴
う
生
産

数
量
目
標
の
配

分
や
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃

止
さ
れ
る
な
ど
、
平
成
30
年
度
は

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く

変
わ
り
、
今
後
の
農
業
経
営
の
見

直
し
を
迫
ら
れ
る
重
要
な
年
度
で

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
家
目
線

に
立
ち
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

農
林
業
の
振
興
施
策
を
実
施
し
、

町
の
主
要
作
物
で
あ
る
米
・
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
・
キ
ノ
コ
を
３
本
の
柱

と
し
た
「
農
林
業
の
振
興
に
よ
る

豊
か
な
町
の
実
現
」
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、「
林

業
専
用
道
」
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
ま

で
町
が
整
備
し
て
き
た
林
道
は
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
普
通
乗
用
車
の

走
行
を
想
定
し
、
生
活
道
路
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
開
設
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
が

難
点
で
し
た
。
一
方
、
森
林
施
業

の
作
業
道
は
、
主
に
林
内
作
業
用

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
車
の
走
行
を
想
定

し
て
い
る
た
め
、
搬
出
運
搬
等
の

効
率
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
林
業
専
用
道
は
、
林
道

と
作
業
道
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た

す
道
で
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
通
行

可
能
な
構
造
と
す
る
も
の
の
、
舗

装
せ
ず
、
現
場
の
地
形
に
合
わ
せ

た
工
法
を
使
い
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

図
り
ま
す
。
こ
の
林
業
専
用
道
を

杉
山
地
区
に
平
成
30
年
度
か
ら
３

カ
年
で
整
備
し
、
効
率
的
に
森
林

施
業
が
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

西
会
津
産
米
の

品
質
向
上
を
図

る
た
め
、
西
会

津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
の
開

催
や
、
入
賞
米
の
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
出
品
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
町
単
独
事
業
に

よ
り
米
の
食
味
計
を
新
た
に
導
入

し
、
本
町
独
自
の
付
加
価
値
付
け

を
行
う
と
と
も
に
、
生
産
者
や
生

産
者
団
体
と
一
体
と
な
っ
た
販
路

開
拓
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
西
会

津
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
売
促

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

の
原
点
で
あ
る

「
健
康
な
土
づ

農
林
業
の

振

興

林
業
専
用

道
の
整
備

風
評
払
拭

に
向
け
て

商
工
業
の

振

興

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

交
換
支
援

観
光
の

振

興

地
域
資
源

の
活
用

定
住
と

交

流

西
会
津

応
援
大
使

ふ
る
さ
と

納

税

米

の

販
売
促
進

菌
床
キ
ノ

コ
の
振
興

鳥
獣
被
害

対

策

ミ
ネ
ラ
ル

栽

培

く
り
」
の
取
り
組
み
が
20
周
年
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
に
記

念
大
会
を
開
催
し
、
今
後
５
年
、

10
年
の
目
標
を
定
め
る
な
ど
、
生

産
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
生
産
者

や
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
生

産
拡
大
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

念
願
だ
っ
た
菌

床
培
養
施
設
が

計
画
通
り
に
完

成
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度

は
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
通
年
の

生
産
出
荷
と
作
業
の
効
率
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就

農
者
の
研
修
に
役
立
て
る
た
め
、

菌
床
培
養
施
設
の
周
辺
に
冷
暖
房

付
き
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
５
棟
整
備

す
る
「
生
産
施
設
の
団
地
化
事

業
」
に
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
産
者
と
一
体
と
な
り
、
一
層
の

菌
床
キ
ノ
コ
の
大
規
模
産
地
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
も

狩
猟
免
許
所
持

者
２
名
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
、
有
害
鳥

獣
出
没
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
え

る
よ
う
備
え
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
集
落
ぐ
る

み
で
行
う
電
気
柵
共
同
設
置
な

ど
、
有
害
鳥
獣
が
出
没
し
に
く
い

環
境
づ
く
り
の
モ
デ
ル
対
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
専
門
的
な
知
識
を
有

し
、
本
町
の
鳥
獣
被
害
対
策
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
専
門
員
を
育
成

す
る
、
県
の
鳥
獣
被
害
対
策
市
町

村
リ
ー
ダ
ー
育
成
モ
デ
ル
事
業
に

も
取
り
組
み
ま
す
。町

内
産
の
農
林

産
物
は
、
福
島

第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
伴
う
風
評
被
害
の
影

響
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
本
年

度
も
農
林
産
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
や
米
の
全
量
全
袋
検
査
な
ど

継
続
し
て
行
い
、
安
全
・
安
心
な

農
林
産
物
の
出
荷
・
販
売
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
町
と
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
が

共
同
で
行
っ
て
き
た
首
都
圏
で
の

町
内
産
農
林
産
物
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
継
続
し
て
行
う
ほ
か
、
本

年
度
も
会
津
17
市
町
村
長
合
同
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
積
極
的
に
風
評
払
拭
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

個
人
事
業
主
を

含
め
た
企
業
な

ど
に
経
営
基
盤

強
化
の
た
め
の
資
金
を
貸
し
付
け

る
「
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
事

業
」
を
は
じ
め
、
町
内
企
業
な
ど

が
実
施
す
る
研
修
や
商
談
会
等
へ

の
費
用
助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。
併
せ
て
「
無
料
職
業
紹
介
事

業
」
を
継
続
し
、
雇
用
の
創
出
と

確
保
を
図
り
ま
す
。こ

れ
ま
で
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
へ
の
支
援

を
行
っ
て
き
た

野
沢
ま
ち
な
か
の
街
路
灯
に
、
経

年
に
よ
る
球
切
れ
な
ど
の
故
障
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
自
治
区
の
負

担
軽
減
と
安
全
・
安
心
な
環
境
の

維
持
を
目
的
に
、
本
年
度
か
ら
新

た
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
交
換
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

昨
年
開
催
を
見

合
わ
せ
た
「
西

会
津
な
つ
か
し

Ｃ
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
」
は
、
３
月
２
日

に
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
を
開

催
し
、
新
た
な
体
制
で
本
年
５
月

27
日
に
復
活
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
本
町
最
大
規
模
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の

拡
大
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
日
本
遺
産
事
業
の
推
進
や
戊

辰
１
５
０
周
年
事
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
さ

ゆ
り
公
園
野
球
場
の
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
な
ど
を
更
新
し
て
利
用
者
の
利

便
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
福

島
ホ
ー
プ
ス
と
の
連
携
や
、
さ
ゆ

り
公
園
を
活
用
し
た
合
宿
の
誘
致

な
ど
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。地

域
資
源
を
活

用
し
、
自
ら
地

域
活
性
化
に
取

り
組
む
団
体
な
ど
を
支
援
す
る

「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
支
援
事

業
」
や
、
そ
う
し
た
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
的
役
割
を
担
う
若
者
を
育

成
・
支
援
す
る
「
若
者
リ
ー
ダ
ー

育
成
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て

自
ら
考
え
、
行
動
し
、
解
決
す
る

力
を
も
っ
た
地
域
や
人
材
の
育
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

若
者
の
移
住
・

定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
住
宅

取
得
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
「
定
住
促
進
助
成
事
業
補

助
金
」
を
継
続
す
る
ほ
か
、
任
期

を
終
了
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
や
若
者
な
ど
が
空
き
家
を
活
用

し
て
起
業
す
る
場
合
の
支
援
制
度

も
継
続
し
ま
す
。
併
せ
て
、
い
わ

ゆ
る
「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ
る

後
継
者
対
策
事
業
の
成
婚
率
向
上

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

西
会
津
国
際
芸
術
村
に
窓
口
が

あ
る
「
移
住
・
定
住
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
11
組

17
人
の
移
住
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
窓
口
と
の
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
今
後
も
首
都

圏
か
ら
の
移
住
者
を
呼
び
込
む
た

め
、
都
内
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
回

帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
働
き
掛

け
や
、
空
き
家
情
報
の
提
供
な
ど

を
行
い
、
移
住
者
の
増
加
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
か

ら
新
た
に
「
西

会
津
応
援
大

使
」を
設
置
し
ま
す
。
大
使
に
は
、

在
京
西
会
津
会
会
員
を
は
じ
め
、

町
出
身
者
、
あ
る
い
は
ゆ
か
り
の

あ
る
著
名
人
、
各
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
人
、
町
を
応
援
し
て
く
れ

る
人
を
任
命
し
ま
す
。
そ
し
て
、

町
政
運
営
に
有
益
な
情
報
の
収
集

を
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
町
の

情
報
を
発
信
し
て
も
ら
い
、
広
域

的
に
「
人
」
を
介
し
た
情
報
の
収

集
と
発
信
を
強
化
し
、
地
域
振
興

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

応
援
寄
付
金
制

度
、
い
わ
ゆ
る

「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
返
礼

品
を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
を

実
施
し
、
町
の
魅
力
を
広
く
周
知

し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
可
能
に
す

る
な
ど
、
寄
付
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
寄
付
金
の
増

収
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

平成 30年度　町政執行にあたっての基本方針
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所信

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り　昨年８月に町長に就任してから約７カ月が経過し、この間、無我夢中で走り

回ってきました。

　私利私欲を捨て、公平・公正な町政運営を実践するため、町民の皆さんの声

に真摯に耳を傾けながら、国や県、あるいは町を応援してくださる町外の皆さ

んとのパイプ・ネットワークづくりにも力を注いできました。

　この７カ月間は、いわば私の公約実現に向けた基盤づくりと人脈づくりの期

間であり、平成30年度が本当の意味でのスタートであると考えています。

　「次世代を担う人材の育成と確保」「若者の夢を実現できる仕組み

づくり」「安心して暮らせる老後」「農林業と商工観光の振興」

「ＩＣＴのまちづくり」の５つの基本政策のもと、これまでに

成果を上げている施策等については継続し、見直すべき施策

等については改善・改革をしながら、本町の最大の課題で

ある「人口減少」に歯止めを掛け、活気ある「ふるさと・

西会津町」を取り戻すため、引き続き汗をかきながら、

全力で町政運営に取り組んでいきます。

本町の最大の課題である
「人口減少」に歯止めを掛け、
活気ある「ふるさと・西会津」を取り戻すため、
引き続き汗をかきながら
全力で町政運営に取り組んでいく

平成 30年度　町政執行にあたっての基本方針

課
題
と
な
っ
て

い
る
若
年
層
の

健
康
意
識
の
高

揚
や
、
町
内
企
業
へ
の
健
康
づ
く

り
支
援
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
年

間
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
も
ら
う
た
め
、「
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
継
続
し
、
町
民

自
ら
が
自
分
の
健
康
を
意
識
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

「
食
」
の
大
切
さ
の
普
及
、
そ
し

て
「
運
動
」
の
習
慣
化
に
向
け
、

食
生
活
改
善
推
進
員
、
健
康
運
動

推
進
員
の
活
動
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、「
健
（
検
）
診
」
の
受
診

率
の
向
上
、
精
密
検
査
（
２
次
検

診
）
の
受
診
率
向
上
に
努
め
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。歯

科
を
除
く
町

内
唯
一
の
医
療

機
関
で
あ
る
町

国
保
診
療
所
は
、
町
民
へ
の
医
療

の
提
供
の
ほ
か
、
町
内
の
施
設
入

所
者
へ
の
診
療
や
、
学
校
医
・
産

業
医
な
ど
、
町
内
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
ほ
ぼ
全
般
を
担
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
医
師
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
力
か
つ
早

期
に
進
め
、
医
療
体
制
の
整
備
と

安
定
し
た
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
に

策
定
し
た
「
西

会
津
町
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
・
第
８
期
高

齢
者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
元

気
な
高
齢
者
か
ら
要
介
護
高
齢
者

ま
で
全
て
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

切
れ
目
の
な
い
連
続
し
た
介
護
予

防
に
取
り
組
め
る
体
制
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
医

療
と
介
護
の
連
携
に
よ
る
ス
ム
ー

ズ
な
連
絡
調
整
を
行
い
、
生
活
を

支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
は
認
知
症
に
関

連
す
る
相
談
が
増
え
て
い
る
こ
と

健

康

づ
く
り

医
療
の

充

実

克

雪

公
営
住
宅

交
通
安
全

防

災

上
水
道

下
水
道

高
齢
者

福

祉

障
が
い
者

福

祉

町
民
バ
ス

道
路
整
備

か
ら
、
本
人
や
そ
の
家
族
へ
の
き

め
細
や
か
な
支
援
体
制
を
構
築
し

ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
、
サ
ロ
ン
や
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
見
守
り
協
定
を
締

結
し
た
郵
便
局
や
宅
配
業
者
な
ど

と
連
携
し
、
地
域
で
の
見
守
り
体

制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
雪
処
理

支
援
隊
の
充
実
に
加
え
、
高
齢
者

世
帯
な
ど
に
対
す
る
「
除
排
雪
費

用
助
成
事
業
」
を
豪
雪
対
策
本
部

の
設
置
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
新
た

に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
西
会
津
町
授

産
場
」
や
「
相

談
支
援
事
業
所

に
し
あ
い
づ
」「
に
こ
に
こ
相
談

所
」
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
誰

も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

近
年
、
全
国
的

な
問
題
と
な
っ

て
い
る
高
齢
者

の
自
動
車
運
転
事
故
対
策
と
し

て
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
人
に
対
す

る
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
の

確
保
と
持
続
性

の
あ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
既
存
の
道
路
施
設

の
整
備
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

改
良
事
業
は
、
地
域
か
ら
の
要
望

な
ど
に
基
づ
く
路
線
の
整
備
を
継

続
し
、
修
繕
事
業
は
老
朽
化
し
て

い
る
橋
や
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
な
ど

を
、
点
検
結
果
や
交
通
の
状
況
等

に
基
づ
い
た
優
先
度
に
よ
り
年
次

的
に
修
繕
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

道
路
舗
装
は
、
路
面
性
状
調
査
の

分
析
結
果
に
基
づ
き
、
計
画
的
に

修
繕
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
農
道
、
林
道
の
う
ち
、
生
活

道
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る
も
の

は
、
そ
の
目
的
に
合
っ
た
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

　

国
・
県
道
は
、
町
を
横
断
、
縦

断
す
る
重
要
幹
線
で
あ
る
た
め
、

そ
の
整
備
や
適
正
な
維
持
管
理
を

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。
特
に
、
町
縦
貫
道
路
の
区
間

は
、
早
期
完
成
に
向
け
た
整
備
促

進
を
積
極
的
に
要
望
し
ま
す
。
な

お
、
県
代
行
事
業
で
整
備
し
た
橋

屋
橋
は
、
４
月
下
旬
に
開
通
式
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

平
成
24
年
４
月

か
ら
「
デ
マ
ン

ド
バ
ス
」
方
式

を
導
入
し
、
運
行
体
系
全
般
に
つ

い
て
評
価
・
検
証
を
毎
年
実
施
し

な
が
ら
見
直
し
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
定
時
定
路
線
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
、
現
在
、

定
時
定
路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
併
行
運
行
に
つ
い
て
関
係
機

関
等
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

下
谷
・
群
岡
・
新
郷
・
奥
川
の
４

方
面
へ
の
定
時
定
路
線
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
、
路
線
認
可
の
手
続

き
、
必
要
な
運
転
手
の
確
保
、
運

行
時
間
・
停
留
所
の
調
整
、
委
託

料
な
ど
、
関
係
機
関
な
ど
の
意
見

を
も
ら
い
な
が
ら
平
成
30
年
度
中

の
導
入
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

町
雪
対
策
基
本

計
画
に
基
づ
い

た
取
り
組
み
を

進
め
、
町
民
生
活
に
支
障
を
来
さ

な
い
よ
う
引
き
続
き
道
路
除
雪
に

努
め
る
と
と
も
に
、
除
排
雪
に
必

要
な
設
備
や
施
設
に
つ
い
て
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

上
水
道
は
、
安

全
で
安
定
し
た

飲
料
水
供
給
の

た
め
、
老
朽
化
し
た
管
や
設
備
の

更
新
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
は
、
個
別
排
水
整
備
事
業
に
よ

り
そ
の
普
及
を
進
め
、
ま
た
、
施

設
の
長
寿
命
化
と
効
率
的
な
運
営

に
向
け
、
計
画
お
よ
び
設
計
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
公
営
住

宅
の
長
寿
命
化

に
向
け
、
西
原

住
宅
の
屋
根
修
繕
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
平
成
31
年
度
か
ら

の
新
た
な
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら

に
入
居
者
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
か

ら
４
カ
年
計
画

で
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
年
度
も
継
続
し
て
整
備
を

進
め
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Policy speech

の間、無我夢中で走り

め、町民の皆さんの声

てくださる町外の皆さ

した。

くりと人脈づくりの期

と考えています。

きる仕組み

振興」

でに

施策

で

・



　

西
会
津
中
の
卒
業
式
は
３
月
13
日

に
行
わ
れ
、
43
人
の
卒
業
生
が
思
い

出
の
詰
ま
っ
た
学
び
や
を
巣
立
ち
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
五
十
嵐
正
彦
校
長
が
卒

業
生
一
人
一
人
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
た
後
、「
最
高
の
仲
間
と
共
に
頑

張
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
強
い
絆
を
胸

に
一
歩
一
歩
前
進
し
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
五
十
嵐
長

孝
教
育
長
職
務
代
理
者
が
教
育
委
員

会
告
辞
で
、
薄
町
長
を
は
じ
め
来
賓

の
皆
さ
ん
が
祝
辞
で
卒
業
生
に
は
な

む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
に
よ
る
送
辞
は
水
野
美
知

さ
ん
が
務
め
、
答
辞
で
は
卒
業
生
の

須
藤
諒
さ
ん
が
同
級
生
と
の
思
い
出

や
先
生
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
後
、「
学

び
、
成
長
し
た
３
年
間
を
決
し
て
忘

れ
ず
、
未
来
が
輝
く
こ
と
を
信
じ
歩

み
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
固
い
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

卒
業
式
が
終
わ
る
と
、
教
室
で
最

後
の
学
級
活
動
が
行
わ
れ
、
卒
業
生

は
同
級
生
や
先
生
と
の
別
れ
を
惜
し

み
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
在

校
生
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
３
年
間

通
っ
た
学
び
や
を
後
に
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

３
月
13
日　

西
会
津
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

未
来
が
輝
く
こ
と
を
信
じ
、
歩
み
続
け
て
い
く

伊藤正市団長が薄町長に受賞を報告 

町消防団が竿
かん

頭
とう

綬
じゅ

を受賞
　３月 14 日、町消防団の伊藤正市団長が町役場を訪

れ、３月６日に東京都で行われた第 70 回日本消防協

会定例表彰式での竿頭綬の受賞を薄町長に報告しまし

た。伊藤団長は「受賞を契機に、これからも地域防災

の要としてより一層の予防消防に取り組んでいきた

い」と抱負を述べ、薄町長は「安全安心のまちづくり

のため、ご協力をお願いします」と話しました。

年間を通して最も多く本を読んだ小・中学生を表彰

小中学校でベストリーダー表彰式
　町公民館では、年間を通して最も本を読んだ児童生

徒を学年ごとに「ベストリーダー」として表彰しまし

た。【表彰者（学年は平成 29 年度）】西会津小＝飯嶋

悠
ゆう

さん（１年）、小柴望
み

愛
え

さん（２年）、三留夕
ゆ と り

都莉さ

ん（３年）、加藤萌
も も か

々香さん（４年）、小柴彩
さ え

愛さん（５

年）、鈴木陽
はる

人
と

さん（６年）西会津中＝五寧朱
す

雀
ざく

さん（１

年）、大竹柚
ゆ き な

希奈さん（２年）、五十嵐杏
あ ゆ

優さん（３年）

しなのきホーム西会津の施設や備品を清掃

西高生がボランティア活動
　２月 20 日、西会津高校の生徒の皆さんが「しなの

きホーム西会津」で施設の窓や階段、車いすなどを清

掃するボランティア活動を行いました。同校では、年

４回程度校内から希望者を募り、奉仕の心を育てるこ

とと社会貢献を目的にさまざまなボランティア活動を

行っています。しなのきホーム西会津の職員は「手が

回らないところもあるのでありがたい」と話しました。

実行委員会の設立総会を開催

「なつかしｃａｒショー」が復活！
　３月２日に西会津町なつかしｃａｒショー実行委員

会設立総会が開かれました。設立発起人代表として薄

町長が「町を元気にするイベントとして開催できるよ

う、皆さんの力をお借りしたい」とあいさつした後、

総会では名称や役員の選任、事業計画、収支予算が協

議されました。22の団体で構成する同実行委員会では、

５月のイベント開催に向け準備を進めていきます。
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３月１日　西会津高校卒業証書授与式

校訓と３年間で
　　  学んだことを胸に
　西会津高校の卒業式は３月１日に行

われ、32 人の卒業生が人生の新たな

一歩を踏み出しました。

　式では、中野隆幸校長が卒業生一人

一人に卒業証書を手渡した後、「福島

で生まれ育ったことを誇りに、たゆま

ぬ努力を重ね前進してほしい」と式辞

を述べ、続いて薄町長をはじめ来賓の

皆さんが「志を高く持ち、夢や目標に

向かって力を発揮してほしい」と卒業

生にはなむけの言葉を贈りました。卒

業生代表答辞では、江川光
ひか

瑠
る

さんが「不

撓不屈・質実剛健の校訓と３年間で学

んだことを胸に、前を向き歩き続けて

いきます」と力強く決意を述べました

（写真）。

ボランティア活動サポートセンター除雪ボランティア

民家に積もった雪をきれいに除雪
　２月 13 日に豪雪対策本部が設置されたことから、

町ボランティア活動サポートセンターでは自力で除

雪が困難な高齢者などへの支援として、２月 25 日に

除雪ボランティアを行いました。対象者宅の雪は家を

すっぽりと覆うほどの量でしたが、当日は 30 人を超

えるボランティアが集まり、スコップや除雪機などで

力を合わせてきれいに除雪しました。

日頃のボランティア活動をたたえ表彰

ボランティア感謝祭を開催
　３月３日、ボランティア活動サポートセンターの主

催でボランティア感謝祭が開かれました。当日は、荒

海與志男会長がボランティア活動を行った時間数に応

じて会員を表彰し、新規５００時間を達成した向キヨ

子さん、齋藤マシ子さんには金色達成賞が贈られ（写

真）、新規３００時間達成者には銀色達成賞が、新規

１００時間達成者には銅色達成賞が贈られました。

春を思わせるかわいらしい作品がずらり

ひなまつりの展示会を開催
　桃の節句にちなんだ手芸作品の展示会「ひなまつ

りの展示会」が２月 24 日から３月３日にかけて開催

されました。会場となったふるさと自慢館の展示室に

は、春を思わせるかわいらしい手芸作品がずらりと並

び、訪れる人を楽しませていました。この展示会は今

年初めて開かれ、寄贈を受けた年代物のおひなさまと

町民の皆さんから募集した作品を展示しました。

民舞や歌謡、語り、新舞踊など

1 年間の活動の成果を披露
　３月 11 日、町公民館で生涯学習発表会が行われま

した。第 11 回を迎える今回の発表会には、町内で生

涯学習活動に取り組む７団体が参加し、民舞や謡曲な

ど、日頃の活動の成果を披露しました。「生涯にわた

り楽しく学び、楽しく学習」を実践している皆さんの

表情や姿はとてもいきいきとしていて、学ぶことの楽

しさをあらためて実感させてくれる発表会でした。

新発売！コーヒー牛乳風味

車麩ラスクの新風味を
高校生が自ら販売

　西会津高校・西高魅力発信隊の皆さ

んが町内の事業者と共同で商品開発し

たフフフッスイーツ第１弾・車麩ラス

クの新風味が完成し、２月 21 日の活

動報告会でその内容を発表しました。

新たに発売するのは、「ＭＩＬＫ（子ども）

以上ＣＯＦＦＥＥ（大人）未満」がキャッ

チフレーズの「コーヒー牛乳風味」で

す。翌２月 22 日（フフフッの日）に

は高校生による販売会が道の駅にしあ

いづ・交流物産館よりっせで開かれ、

会場を訪れた観光客などが新風味を買

い求めました。皆さんも、高校生たち

が商品開発した「町の特産品」を生か

したスイーツを、ぜひ一度味わってみ

てはいかがでしょうか。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

写真＝表彰式後の記念撮影。当日

は 28 人の受賞者の皆さんが出席

しました（耶麻地区学校教育研究

作品展の受賞者を含む）。

町
内
児
童
生
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
大
活
躍
！

功
績
た
た
え
表
彰  

教
育
顕
彰
表
彰
式

　

２
月
20
日
、
町
教
育
委
員
会
で
は
平
成
29
年

度
町
教
育
顕
彰
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
受
賞
者
は
個
人
表
彰
32
人
、
団
体

表
彰
５
団
体
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し

た
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
五
十
嵐
長
孝
教
育
長

職
務
代
理
者
が
表
彰
状
を
贈
り
そ
の
功
績
を
た

た
え
ま
し
た
。
薄
町
長
、
武
藤
町
議
会
議
長
が

祝
辞
を
述
べ
、「
こ
こ
か
ら
が
新
た
な
ス
タ
ー

ト
。
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
受
賞

者
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。
式
の
最
後
に
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
関
す
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
た
西
会
津
中
学
校
の
五
十
嵐
正
彦
校
長
が

「
町
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
受
賞
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

【
個
人
表
彰
】

　

西
会
津
小
１
年
＝
眞
部
煌こ

う

﹇
西

林
東
﹈
第
30
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー

イ
ン
グ
福
島
県
大
会
男
子
９
歳
以

下
の
部
（
第
２
位
）

　

西
会
津
小
２
年
＝
眞
部
碧あ
お

葉ば

﹇
西
林
東
﹈
第
30
回
全
国
マ
シ
ン

ロ
ー
イ
ン
グ
福
島
県
大
会
女
子
９

歳
以
下
の
部
（
第
３
位
）

　

西
会
津
小
４
年
＝
齋
藤
裕ゆ
う

樹き

﹇
尾
登
﹈
第
24
回
福
島
県
学
童
相

撲
大
会
小
学
４
年
生
以
下
の
部

（
第
２
位
）

　

西
会
津
小
５
年
＝
岩
原
茉ま

ゆ佑

﹇
７
町
内
﹈
第
30
回
全
国
マ
シ
ン

ロ
ー
イ
ン
グ
福
島
県
大
会
女
子
12

歳
以
下
の
部
（
第
１
位
）

　

西
会
津
小
６
年
＝
若
林
凛り

り

こ
々
子

﹇
７
町
内
﹈
福
島
県
な
り
す
ま
し

詐
欺
被
害
防
止
絵
手
紙
コ
ン
ク
ー

ル
（
特
選
）　

　

西
会
津
中
１
年
＝
塚
原
健け
ん

翔と

﹇
下
野
尻
﹈
平
成
29
年
度
福
島
県

造
形
秀
作
審
査
会
絵
画
の
部
（
特

選
）、
長
谷
川
姫ひ

菜な

﹇
２
町
内
﹈

２
０
１
７
年
全
国
選
抜
リ
ト
ル

リ
ー
グ
野
球
福
島
県
大
会
（
第
３

位
）、
佐
藤
海か

い

﹇
上
小
島
﹈
第
30

回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
福
島

県
大
会
男
子
13
〜
15
歳
の
部
（
第

１
位
）、
渡
部
愛ま

な

美み

﹇
黒
沢
﹈
第

30
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
福

島
県
大
会
女
子
13
〜
15
歳
の
部

（
第
２
位
）

　

西
会
津
中
３
年
＝
渡
部
琴こ

と

音ね

平
成
29
年
度
受
賞
者

﹇
西
原
﹈
平
成
29
年
度
福
島
県
造

形
秀
作
審
査
会
デ
ザ
イ
ン
の
部

（
特
選
）、
薄
上
冬ふ

ゆ

花か

﹇
３
町
内
﹈

平
成
29
年
度
福
島
県
造
形
秀
作
審

査
会
デ
ザ
イ
ン
の
部
（
特
選
）、

佐
藤
理り

央お

﹇
上
小
島
﹈
平
成
29
年

度
福
島
県
読
書
感
想
文
審
査
会

（
準
特
選
）、
二
瓶
拓た
く

磨ま

﹇
西
原
﹈・

渡
部
壮そ
う

流る

﹇
上
小
島
﹈・
髙
橋
新あ
ら

史し

﹇
さ
ゆ
り
が
丘
﹈
高
円
宮
杯
第

10
回
福
島
県
Ｕ
―
15
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
２
０
１
７
・
１
部（
第
２
位
）

　

会
津
学
鳳
中
２
年
＝
外
島
央ひ

ろ

﹇
下
野
尻
﹈
東
北
中
学
校
陸
上
競

技
大
会
女
子
共
通
走
り
幅
跳
び

（
第
２
位
）

　

西
会
津
高
２
年
＝
石
井
崇た
か

章あ
き

﹇
戸
中
﹈・
武
藤
史ふ

み

明あ
き

﹇
樟
山
﹈・

髙
橋
志し

暢の
ぶ

﹇
戸
中
﹈
第
51
回
福
島

県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ボ
ー

ト
競
技
男
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ

ル
（
第
１
位
）

　

西
会
津
高
３
年
＝
古
川
史し

歩ほ

﹇
橋
屋
﹈
第
63
回
福
島
県
高
等
学

校
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
（
第
１
位
）

　

喜
多
方
高
１
年
＝
佐
藤
優ゆ

衣い

﹇
上
野
尻
﹈・
平
野
健け

ん

太た

﹇
上
小
島
﹈

第
55
回
福
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
高
等
学
校
小
編
成
の
部（
金
賞
）

　

喜
多
方
東
高
２
年
＝
佐
藤
み
な

み
﹇
芝
草
﹈
第
63
回
福
島
県
高
等

学
校
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
女
子

舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル（
第
３
位
）

　

喜
多
方
東
高
３
年
＝
佐
藤
玲れ

い

菜な

﹇
上
小
島
﹈
第
63
回
福
島
県
高
等

学
校
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
女
子

舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル（
第
３
位
）

　

会
津
高
２
年
＝
市
橋
明あ

香か

里り

﹇
上
野
尻
﹈
第
70
回
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
（
金
賞
な
ら
び
に
大

阪
府
知
事
賞
）

　

会
津
高
３
年
＝
薄
上
叶き

ょ
う
か香

﹇
上

小
島
﹈
第
70
回
全
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
（
金
賞
な
ら
び
に
大
阪
府

知
事
賞
）

　

若
松
商
業
高
３
年
＝
赤
城
優ゆ

う

衣い

﹇
松
尾
﹈
平
成
29
年
度
全
国
簿
記

競
技
大
会
全
国
大
会
団
体
（
第
４

位
）

　

会
津
工
業
高
２
年
＝
齋
藤
崚り

ょ
う

﹇
３
町
内
﹈
平
成
29
年
度
福
島
県

高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ボ
ク
シ

ン
グ
競
技
ラ
イ
ト
級
（
第
１
位
）

　

会
津
学
鳳
高
１
年
＝
石
川
彩あ

や

﹇
安
座
﹈
第
69
回
全
日
本
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会
女
声
合

唱
高
等
学
校
Ｂ
グ
ル
ー
プ（
金
賞
）

　

会
津
学
鳳
高
２
年
＝
船
橋
桃も

も

花か

﹇
９
町
内
１
﹈
第
69
回
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会

女
声
合
唱
高
等
学
校
Ｂ
グ
ル
ー
プ

（
金
賞
）

　

会
津
若
松
ザ
ベ
リ
オ
学
園
高
１

年
＝
津
川
眞ま

奈な

﹇
西
原
﹈
平
成
29

年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育

大
会
な
ぎ
な
た
競
技
団
体
（
第
３

位
）

　

福
島
西
高
１
年
＝
髙
野
詩し

音お
ん

﹇
芝
草
﹈
第
85
回
記
念
福
島
県
美

術
協
会
展
覧
会
（
絵
工
堂
賞
）

【
団
体
表
彰
】

　

西
会
津
小
＝
平
成
29
年
度
ふ
く

し
ま
っ
子
体
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
ふ
く
し
ま
っ
子
体
力
向
上
優

秀
校
）

　

西
会
津
中
＝
第
11
回
キ
ャ
リ
ア

教
育
優
良
教
育
委
員
会
、
学
校
及

び
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
等
文
部
科
学
大
臣

表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）、
第

31
回
毎
日
カ
ッ
プ
「
中
学
校
体
力

づ
く
り
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
優
良
賞
）

　

西
会
津
高
・
放
送
部
＝
第
22
回

福
島
県
高
校
新
人
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
（
優

良
賞
）

　

西
会
津
高
・
西
高
魅
力
発
信
隊

＝
第
５
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
（
ベ
ス
ト

１
０
０
）　   ﹇
敬
称
略
・
順
不
同
﹈

　４月から、新たに 30 人の子どもたちがピカピ

カのランドセルを小さな背中に背負い、西会津小

に通学します。今年の新１年生は、平成 23 年４

月２日から平成 24 年４月１日までに生まれた右

記の皆さんです。２月 14 日には西会津小で体験

入学が行われ、新１年生となる園児らが先輩１年

生に１年間の学校行事を教えてもらい、また、さ

まざまなレクリエーションなどで交流しました。

新１年生となる園児らは、先輩との触れ合いを通

して小学校入学への期待を膨らませていました。

３町内　西田　心
しん

絆
ば

くん

４町内　星　　颯
そうすけ

亮くん
　　　　三留　七

なな

海
み

さん

５町内　渡邉　　澪
みお

さん

８町内　佐藤　空
そ ら

輝くん
芝　草　西田　大

やま と

和くん
西　原　丸山　花

か な

菜さん
松　尾　鈴木　そらさん
　　　　長谷川太

たい

我
が

くん

下小島　五寧　大
はる

陽
ひ

くん

西　林　福井　　響
ひびき

くん

西林東　伊藤　陽
ひ

和
より

さん

　　　　伊藤　舞
ま お

音さん
　　　　橋本　　悠

ゆう

くん

　　　　渡辺　遼
りょうた

太くん
上小島　佐藤　佑

ゆ あ

愛さん
　　　　渡部　美

み う

海さん
縄　沢　長谷川優

ゆ

頼
らい

くん

30人の子どもたちが西会津小学校に入学

ぼくたち、わたしたち、新１年生
出ヶ原　田崎　愛

あ

蓮
れん

さん

上野尻　安部　静
しず

那
な

さん

　　　　岩倉万
ま ゆ こ

由子さん
　　　　星　麟

りん

太
た

朗
ろう

くん

下野尻　外島　美
みさ と

怜さん
徳　沢　佐藤　謙

けんしん

眞くん
　　　　豊島　璃

り く

久くん
白　坂　石川　玲

れ な

奈さん
宝　川　佐藤　悠

ゆう

伎
き

くん

楢木平　佐藤　友
ゆ あ

愛さん
小清水　長谷沼　凛

りん

さん

向　原　鈴木　蒼
あお

士
と

くん

   ［平成30年３月20日現在］

＜問い合わせ先＞　学校教育課　学校教育係　☎ 45―2216
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

写真＝第 42 回大会（昨年）の様子

　第 43 回奥川健康マラソン大会の参加者を募集し

ています。初夏の奥川路を楽しみながら、爽やかに

走りませんか。

◆大 会 日　６月 17 日（日）

◆発 着 点　奥川運動場（奥川みらい交流館前グラウンド）
◆申込期限　５月 15 日（火）

◆申 込方法　町公民館などにある参加申込書に必要

事項を記入し、申し込んでください。大会ホー

ムページから申し込むこともできます。

◆参加申込書設置場所

　　 町公民館、町役場、奥川みらい交流館、新郷連

絡所、さゆり公園管理棟、道の駅にしあいづ・

交流物産館よりっせ  など

◆大会ホームページ

　　http://okugawa-marathon.com/

　所有する土地 ･ 家屋の価格を町内のほかの土地 ･

家屋と比較することができる ｢土地 ･ 家屋価格等縦

覧帳簿の縦覧期間｣ が始まります。

＜問い合わせ先＞

　　町民税務課　税務係　☎ 45―2212

　町では、平成 30 年度委託職員の採用候補者試験

（面接）を行います。希望者は期日までに関係書類

を提出してください。

◆業務内容　町道整備等業務

◆資 格要件　 普通運転免許を所有し、土木経験のあ

る人

◆募集人数　４人

◆委託期間　４月 16 日～ 11 月 15 日

◆委 託 料　日額１０，２００円（予定）

◆勤 務 地　町役場（事業実施は町内一円）

◆提 出書類　履歴書（建設系資格がある場合は全て

記入してください）、運転免許証の写し

　２月 20 日に町議会

臨時会が開かれ、議案

２件が原案のとおり可

決されました。

◆平 成 29 年度一般会計補正予算（第６次）＝豪雪対

策本部の設置に伴う除排雪経費（在宅高齢者等福

祉サービス事業費）の追加計上など１億２，５０

　　９万円を増額

◆防 災行政無線デジタル化整備工事・請負契約の締結

＝請負契約の予定価格が５，０００万円を超える

ことから、条例に基づき議会に提案したもの

昨年は全国各地から約８００人が参加

第43回奥川健康マラソン大会の参加者を募集
町役場の「組織変更」のお知らせ

健康福祉課を「福祉介護課」と「健康増進課」に

４月２日から「土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間」が始まります

固定資産税帳簿が縦覧できます　

履歴書等の提出期限は４月５日（木）午後５時まで

町道整備等業務の委託職員を募集します　

２月20日開会　平成29年度補正予算、請負契約の締結

町議会臨時会報告　２件の議案を審議・可決

◆縦覧期間　４月２日（月）～５月 31 日（木）

◆縦覧場所　町民税務課・税務係窓口

◆縦覧内容　

　　土地＝所在 ･地番 ･ 地目 ･ 地積 ･ 評価額

　　家屋＝所在 ･種類 ･ 用途 ･ 構造 ･ 床面積 ･ 評価額

◆提 出期限　４月５日（木）午後５時まで（土曜・日

曜を除く執務時間中）

◆面接日時　４月９日（月）午前 10 時

　　※ 別途通知はしませんので、当日の午前９時 45

分までに町役場２階・第二会議室に集合してく

ださい。

◆面接場所　町役場２階・第一会議室

◆選考方法　書類審査および面接試験

◆採用決定　採用候補者本人に通知します

＜書類提出・問い合わせ先＞

　　建設水道課　管理係　☎ 45―4530

＜申込・問い合わせ先＞

　　大会事務局（町公民館）　☎ 45―3244

＜問い合わせ先＞

　　議会事務局　☎ 45―4537

５月31日
まで

　町では、４月１日から町役場の組織を一部変更し、これまでの「健康福祉課」を「福祉介護課」と「健康増進

課」の２課に分割します。

　これまで「健康福祉課」には福祉介護係・子育て支援係・地域包括支援センター・健康支援係・国保医療係・

診療所を置き、54 人の職員等からなる大課で業務を進めてきました。このため、健康福祉課が担当する業務は、

健康づくりから医療、国民健康保険、介護保険、子育て支援、住民福祉など、広範囲にわたっています。また、

近年では保健・医療・福祉それぞれの分野で相談件数が増加傾向にあり、今後、業務量の増大が予測されます。

　このことから、適切かつ迅速な事務処理を可能にするため、健康福祉課を「福祉介護課」と「健康増進課」に

分割することにしました。

＜問い合わせ先＞　総務課　行政管理係　☎ 45―2211

　  福祉介護課 　  健康増進課
直通電話  45―2214
Ｆ Ａ Ｘ  45―4199

直通電話  45―4532
Ｆ Ａ Ｘ  45―2229

係等
福祉係／介護係／子

育て支援係／地域包

括支援センター

係等
健康支援係／国保係

／診療所

健康福祉課（３月31日まで）

福祉介護係／子育て支援係／地域包括支援センター／健康支援係／国保医療係／診療所

４月１日から２つの課に分割

新 新
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お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
＜問い合わせ先＞
　企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

情
報
番
組
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

◆
西
会
津
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド

　

月
曜
〜
金
曜
日

　

午
後
６
時
30
分
〜
ほ
か

◆ 

各
種
サ
ー
ビ
ス
加
入
申
し
込
み

随
時
受
け
付
け
中

　

デ
ジ
タ
ル
パ
ッ
ク
（
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ

Ｓ
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
）、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス　

ほ
か

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

☎
45
―
４
４
６
１

　

町
で
は
、
乳
が
ん
検
診
を
自
費

で
受
け
た
際
の
自
己
負
担
額
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対 

象
者

　

平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
40
歳

以
上
で
、
平
成
28
〜
29
年
度
に
町

の
乳
が
ん
施
設
検
診
を
受
診
し
て

い
な
い
人

◆
対 

象
と
な
る
検
診

　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
30

年
３
月
31
日
の
間
に
受
診
し
た
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
Ｘ
線
検

査
）
を
含
む
乳
が
ん
検
診

※ 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
含
ま
な
い

乳
が
ん
検
診
（
視
触
診
の
み

や
、
超
音
波
の
み
の
検
診
な

ど
）
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い

◆
助 

成
額

　

対
象
と
な
る
乳
が
ん
検
診
受
診

費
用
の
う
ち
、
自
己
負
担
分
全
額

◆
申 

請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い

◆
提 

出
書
類

① 

西
会
津
町
乳
が
ん
検
診
助
成
事

業
補
助
金
交
付
申
請（
請
求
）

書
② 

領
収
書
お
よ
び
明
細
書
（
受
診

日
・
検
診
費
用
・
実
施
医
療
機

関
が
確
認
で
き
る
も
の
）

③ 

検
診
結
果
書
の
写
し
（
検
診
結

果
書
が
な
い
場
合
は
申
請
書
内

の
「
健
診
結
果
」
欄
に
結
果
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課
・
健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

　

ご
み
を
出
す
際
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が

出
す
ご
み
に
は
最
後
ま
で
責
任
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

◎ 

収
集
で
き
な
い
ご
み
は
、
収
集

さ
れ
ず
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
収
集
場
所
）
に
置
い
た
ま
ま

に
な
り
ま
す
。
持
ち
帰
っ
て
分

別
し
て
く
だ
さ
い

◎ 

必
ず
自
分
が
住
む
自
治
区
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

４
月
の
放
送
案
内

乳
が
ん
検
診
の

受
診
費
用
を
助
成

だ
さ
い

◎ 

ご
み
袋
の
口
は
し
っ
か
り
と
縛

　

り
、
中
身
が
出
な
い
よ
う
に
し

　

て
く
だ
さ
い

◎ 

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
は
、
中
身
を
使
い
切

り
、
穴
を
開
け
て
「
燃
や
せ
な

い
ご
み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い

◎ 

紙
製
容
器
包
装
を
紙
袋
な
ど
に

入
れ
て
ま
と
め
て
出
す
際
は
、

紙
袋
の
上
か
ら
ひ
も
な
ど
で

縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

◎ 

雪
囲
い
な
ど
に
使
う
波
板
は
、

粗
大
ご
み
の
収
集
時
に
出
し
て

く
だ
さ
い

◎ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
と

ラ
ベ
ル
を
外
し
、
中
を
洗
っ

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は｢

プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装｣

で
す

◎ 

事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
は
、
自

治
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
山

都
工
場
に
自
社
搬
入
す
る
か
、

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
に
処
分
を
依
頼
す
る
な
ど
、

適
切
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

温
泉
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改

修
工
事
の
た
め
休
館
し
て
い
た

ロ
ー
タ
ス
イ
ン
の
温
泉
施
設
が
４

月
１
日
に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
名
前
と

メ
ニ
ュ
ー
を
一
新
し
て
個
別
オ
ー

ダ
ー
ス
タ
イ
ル
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
温
泉
無
料
休
憩

所
に
は
新
た
に
名
前

が
付
き
ま
し
た
。

◆
営
業
時
間

◎ 

温
泉
施
設
＝
午
前
10
時
〜
午
後

９
時
（
サ
ウ
ナ
も
午
前
10
時
か

ら
営
業
し
ま
す
）

◎ 

會あ

い

わ

せ

ｗ
ａ
ｓ
ｅ（
旧
・
太
陽
の
レ
ス

ト
ラ
ン
）＝
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
２
時

◎ 

ま
ん
ま
・
く
い
っ
ち
ー
な
（
温

泉
無
料
休
憩
所
）
＝
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
（
食
事
提
供
は
午

前
11
時
〜
午
後
７
時
30
分
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

ロ
ー
タ
ス
イ
ン

　

☎
45
―
２
９
０
０

　

平
成
30
年
度
の
「
町
民
健
康
づ

く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ

ン
ト
手
帳
を
活
用
し
て
、
毎
日
の

健
康
づ
く
り
や
健
（
検
）
診
・
健

康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参

加
を
記
録
す
る

と
ポ
イ
ン
ト
が

貯
ま
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
品

と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
世
帯
に
配
布
し

た
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン

ト
手
帳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

18
歳
以
上
の
町
民

◆
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
で
、
３
カ
月
間
連
続

で
記
録
し
て
く
だ
さ
い

◆
参
加
方
法

　

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
ポ
イ
ン
ト
手
帳

に
日
々
の
健
康
づ
く
り
を
３
カ
月

間
記
録
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
集
計
し

て
く
だ
さ
い
。
３
０
０
ポ
イ
ン
ト

以
上
貯
め
る
と
記
念
品
と
交
換
で

き
ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

　

４
月
６
日
（
金
）
か
ら
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
始
ま
り

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

付
け
、
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
の
期
間

　

４
月
６
日
（
金
）
〜
15
日
（
日
）

◆
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

４
月
10
日
（
火
）

◆
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

よ
く
み
せ
て　

ち
い
さ
な
き
み

の　

お
お
き
な
て

◆
運
動
の
重
点

① 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止

② 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

④ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

45
―
２
２
１
５

　

県
立
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
で

は
、
お
子
さ
ん
の
様
子
や
相
談
内

容
に
応
じ
、
一
緒
に
じ
っ
く
り
遊

ぶ
中
で
言
葉
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す

る
「
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
日
時

　

月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

◆
会
場

　

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
内
「
み

み
ら
ん
ど
・
會
津
」

◆
対
象
者

　

聞
こ
え
や
言
葉
に
心
配
が
あ
る

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

春

の

全

国

交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
〜
15
日

再
確
認
！
ご
み
の

正
し
い
出
し
方

【
お
詫
び
と
訂
正
】

西
会
津
診
療
所
の

４
月
の
土
曜
診
療
日

は
７
日
と
21
日

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児

子

育

て

相

談

「
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
」

４
月
１
日（
日
）
〜

温

泉

施

設

と

レ
ス
ト
ラ
ン
が

再
オ
ー
プ
ン 

！

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康

ポ
イ
ン
ト
手
帳
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
立
聴
覚
支
援
学
校

　

会
津
校　

教
頭

　

☎
０
２
４
２
―
22
―
１
２
８
６

　

県
内
で
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
電

話
に
は
応
対
せ
ず
、
交
番
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

広
報
に
し
あ
い
づ
お
知
ら
せ
版

３
月
15
日
号
に
４
月
の
「
西
会
津

診
療
所
の
土
曜
診
療
日
」
の
日
程

を
４
月
７
日
・
14
日
と
掲
載
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
７
日
（
第
１

週
）・
21
日
（
第
３
週
）
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

な

り

す

ま

し

詐
欺
に
注
意
‼
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歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
事
業
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
し
あ
い
づ
物
語
と
町
づ
く
り

〝
地
域
の
宝
〞の
保
存
・
伝
承
・
活
用
と
、
町
の
未
来
に
つ
い
て

お
酒
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を
考
え
る

お
酒
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を
考
え
る

あ
な
た
の
お
酒
の
飲
み
方
、大
丈
夫
？

あ
な
た
の
お
酒
の
飲
み
方
、大
丈
夫
？

３
月
２
日
、「
に
し
あ
い
づ
物
語
と
町
づ
く
り
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
町
公
民
館
で
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
約
80
人
が
会
場
を
訪
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
赤
坂
憲
雄
氏
（
県
立

博
物
館
・
館
長
）
の
「
文
化
財
は
、
活
用
し
な
が
ら
保
存
・
継
承
し
て

い
く
も
の
」
と
い
う
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
、
５
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
今
月
は
、
パ
ネ
ラ
ー
を
務
め
た
５
人
が
話
し
た
文
化

財
や
地
域
活
性
に
対
す
る
思
い
や
考
え
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
は
職
場
の
送
別
会
や
歓
迎
会
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
多
い
季

節
で
す
。
適
量
で
あ
れ
ば「
百
薬
の
長
」と
も
い
わ
れ
る
お
酒
で
す
が
、

過
度
な
飲
酒
は
肝
臓
や
胃
腸
に
負
担
を
掛
け
、
心
臓
病
や
糖
尿
病
を

は
じ
め
全
身
に
わ
た
る
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
飲
酒
習
慣
が
長
く
続
く
と
、
気
付
か
な
い
う
ち

に
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
と
、
自
分
の
意
志
で
飲
酒
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り
、
家
族
や
大
切
な
人
と
の
関
係
を
壊
し
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
も
う
一
度
お

酒
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

□  飲酒量を減らさなければいけないと
思ったことがある

□  飲酒を批判されて腹が立ったりイラ
イラしたことがある

□  飲酒に後ろめたい気持ちや罪悪感を
持ったことがある

□  朝酒や迎え酒を飲んだことがある

２つ以上当てはまった人は
「アルコール依存症」かも？
気になる場合は医師や保健師
などにご相談ください。

心当たりは
ありませんか？

　
　

本
構
想
に
関
わ
り
始
め
た

３
年
前
は
、
文
化
財
の
現

況
が
不
明
な
こ
と
や
、
知
ら
れ
て

い
な
い
文
化
財
が
多
く
あ
る
こ
と

に
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
背

景
に
は
、文
化
の
土
壌
と
な
る「
集

落
」
の
存
続
の
危
機
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
住
む
奥
川
が
今
後
も

存
続
す
る
た
め
に
は
、地
域
（
町
）

の
活
性
化
が
不
可
欠
で
す
。
逆
を

言
え
ば
、
奥
川
に
人
が
来
て
く
れ

れ
ば
、
そ
の
手
前
の
地
域
も
活
性

化
で
き
る
は
ず
で
す
。
現
在
は
、

ア
ー
ト
や
観
光
の
面
か
ら
町
外
向

け
の
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、

町
民
向
け
の
活
動
に
ど
う
つ
な
げ

て
い
け
る
か
考
え
て
い
ま
す
。

「いきいきライフ」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

　
　

生
時
代
は
、
地
元
の
奥
川

に
は
何
も
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
自
分
を
助
け
て
く

れ
た
家
族
や
親
戚
の
存
在
に
気
づ

き
、
集
落
の
為
に
、
自
分
が
戻
ら

な
け
れ
ば
！
と
思
い
Ｕ
タ
ー
ン
し

ま
し
た
。
今
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
町
内
へ
の
移
住
相
談

を
受
け
て
お
り
「
町
の
歴
史
や
文

化
が
良
い
」
と
い
う
声
を
多
く
聞

き
ま
す
。
次
の
世
代
が
暮
ら
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

適適
度度
な
飲
酒
量
を

な
飲
酒
量
を

意
識
し
よ
う

意
識
し
よ
う

　

平
成
28
年
度
の
町
の
健
診
結
果

（
40
歳
〜
74
歳
の
特
定
健
診
の
質

問
票
よ
り
集
計
）
に
よ
れ
ば
、「
毎

日
飲
酒
す
る
」
と
回
答
し
た
人
は

34
・
３
㌫
で
、
全
国
の
25
・
６
㌫

や
県
の
25
・
８
㌫
と
比
べ
高
い
状

況
に
あ
り
、
一
日
の
飲
酒
量
も
多

い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

成
人
男
性
の
適
度
な
飲
酒
量
は

１
日
に
純
ア
ル
コ
ー
ル
20
㌘
だ
と

い
わ
れ
、
缶
ビ
ー
ル
な
ら
５
０
０

㎖
缶
１
本
程
度
（
ア
ル
コ
ー
ル
度

数
５
㌫
の
場
合
）
で
す
。
適
量
を

意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

基

学農

お
酒
と
上
手
に

付
き
合
う
た
め
の

６
カ
条

①
週
に
２
日
以
上
、
で
き

れ
ば
連
続
で
の
休
肝
日

を
決
め
、
周
囲
に
宣
言

す
る

②
「
ほ
ろ
酔
い
」
に
な
っ

た
ら
や
め
る

③
ウ
ィ
ス
キ
ー
や
焼
酎
な

ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

が
強
い
お
酒
は
水
な
ど

で
薄
め
て
飲
む

④
深
い
眠
り
を
妨
げ
る

「
寝
酒
」
は
避
け
る

⑤
胃
や
肝
臓
に
負
担
が
か

か
る
た
め
、
す
き
っ
腹

に
飲
ま
な
い

⑥
自
分
の
ペ
ー
ス
で
飲

み
、
ほ
か
の
人
に
無
理

に
勧
め
な
い

〈
お
酒
の
種
類
別
の
適
量
〉

◎
ビ
ー
ル
・
発
泡
酒
（
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
５
㌫
）
↓
５
０
０
㎖
缶

１
本

◎
日
本
酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
15

㌫
）
↓
１
合
（
１
８
０
㎖
）

◎
ウ
ィ
ス
キ
ー
（
ア
ル
コ
ー
ル
度

数
40
㌫
）
↓
ダ
ブ
ル
１
杯
（
60

㎖
）

◎
ワ
イ
ン
（
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
12

㌫
）↓
小
グ
ラ
ス
２
杯（
２
０
０

㎖
）

◎
チ
ュ
ー
ハ
イ
（
ア
ル
コ
ー
ル
度

数
７
㌫
）
↓
３
５
０
㎖
缶
１
本

◎
焼
酎（
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
25
㌫
）

↓
コ
ッ
プ
半
分
（
１
０
０
㎖
）

ア
ル
コ
ー
ル
に

ア
ル
コ
ー
ル
に

関
す
る
問
題
で

関
す
る
問
題
で

困困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

過
度
な
飲
酒
を
や
め
よ
う
と

思
っ
て
も
自
分
の
意
志
だ
け
で
は

難
し
か
っ
た
り
、
家
族
が
や
め
さ

せ
よ
う
と
し
て
家
族
関
係
が
こ
じ

れ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
は
長
引
く
こ
と
が
多
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

は
、
家
庭
だ
け
で
悩
ま
ず
に
専
門

機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
相
談
先
〉

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
―
５
３
５
―
３
５
５
６

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
２
７
５

飲
み
す
ぎ
注
意
で
す
ヨ
！

健康支援係健康支援係
内山  豊夏美  保健師内山  豊夏美  保健師

まずは
チェック！

　
　

業
の
現
状
に
危
機
を
感

じ
、
祖
父
の
実
家
で
あ
る

上
野
尻
で
農
業
を
始
め
よ
う
と
一

念
発
起
し
ま
し
た
。
英
語
の
カ
ル

チ
ャ
ー
（
文
化
）
に
は
「
土
を
耕

す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
畑
も

文
化
も
す
ぐ
で
き
る
も
の
で
は
な

町歴

パネラー

荒海  正人  氏
パネラー

星  敬介  氏

パネラー

江田  睦美  氏
パネラー

飯嶋  竜太  氏

パネラー

矢部  佳宏  氏

コーディネーターコーディネーター

県立博物館・館長  赤坂  憲雄  氏県立博物館・館長  赤坂  憲雄  氏

く
、
人
の
手
に
よ
っ
て
受
け
継
が

れ
る
も
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

先
祖
が
一
所
懸
命
に
耕
し
て
き
た

畑
は
、
宝
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

の
歴
史
や
自
然
な
ど
を
元

に
作
成
し
た
「
西
会
津
か

る
た
」
が
少
し
ず
つ
広
が
り
、
学

校
な
ど
の
教
材
と
し
て
も
活
用
さ

れ
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
　

史
文
化
担
当
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
縄
文
土

器
の
展
示
や
大
槻
太
郎
左
衛
門
の

ゲ
ー
ム
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
地
域
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
、
若
者
が
町
に

戻
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
よ

う
な
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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◆作 品 名　冬の河口湖と逆さ富士

◆作品紹介　古来から多くの芸術作品の

モチーフになっている富士山は、風景写

真好きな私にとって一度は必ず撮ってみ

たい被写体の一つでした。２月の一番寒

い時期、河口湖に吹き渡る風が止み、水

面が穏やかになった一瞬、指の凍えも忘

れて夢中でシャッターを押した一枚です。

　今月は、フォトクラブどんぐり・

大竹さんの作品です。

　買ったばかりのロードバ

イク。大事に、安全に乗っ

ていきます。

　またラーメン食べ

に行きます。

◆趣味は？

ゲーム・ドライブ

◆熱中していることは？

ロードバイク

◆自分を一言で表現すると？

流されやすい

◆あなたのモットーは？

 人にやさしく、自分にもや

さしく

◆今後やってみたいことは？

 ロードレースに参加してみ

たい。

◆最近感動したことは？

 自分が作ったものを「そん

なに安くていいの？」と

言ってもらったこと

◆次の方を紹介してください

Ｋ・Ａさん（４町内）

大竹 隆
りゅういち

一さん

氏家  源
もと

太
ひろ

さん  ［10 町内］

佐藤  敬
たかし

さん（３月号）

からメッセージ

町民ギャラリー

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　私は将来、常識プラスそれ以上の気遣いが

できる大人になりたいと思っています。祖父

が学校の先生で、ちゃんとしている姿を見な

がら育ってきたので、自然とそう思うように

なりました。

　 　学んだことをしっかりと身に付けて社会に

出たいと思います。

◆努力していること――

　  　野球部の部長として、普段からあいさつな

どの礼儀をしっかりするよう心掛けていま

す。先生はもちろん、道で会う人などにもあ

いさつするようにしています。

◆未来の自分に一言――

　  　どうなっているか分からないけど、頑張

れ！

　［ 野球部・ 部長 ］

佐藤  良
りょう

さん

聞いて！
わたしの夢■まちの人口

　３月１日現在        （前月比）

人　口　　６，５１８人　　 （－１１人）

男 　３，１５３人　　 （－　５人）

女 　３，３６５人　　 （－　６人）

世　帯　　２，６８５世帯　　 （－　２世帯）

■お誕生おめでとう

清野　咲
さく

斗
と

くん  　卓磨・未里　　下小島

田崎　光
ひか

莉
り

ちゃん   一正・千賀子　小杉山

伊藤　蒼
そう

悟
ご

くん  　法道・千沙　　向原

■お悔やみ申し上げます

渡部 ハナ（94）　信一　 母 　１町内

長谷川　正子（89）　賢司　 母 　９町内１

平野 カノ（93）大塚  庸子 母 　９町内２

皆川 利美（76）　初江　 夫 　芝草

長谷川　秀男（90）　 武 父 　安座

目黒　光子（81）   日出男   母 　上小島

佐 藤 　 武（92）　 昭 　 父 　白坂

伊藤　ハル子（95）　哲雄　 母 　向原

鈴木　ヤス子（85）　邦惠　 母 　向原

戸籍の窓口
（２月受け付け分）

野沢・下條の「普
ふ

賢
げん

象
ぞう

桜」
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　いつの頃から始まったのか定かではありません

が、かつて萱本には「人形様送り」という民俗行

事がありました。毎年２月４日に行われていたこ

の行事では、子どもたちが当番の家に集まり、大

人に手伝ってもらいながら藁
わら

人形を作っていまし

た。半紙に怖い顔を書いて顔の部分に張り付け、

頭には髷
まげ

を付け、腰に木で作った刀を差します。

そして人形様が出来上がると、鉦
しょう

を叩いて「人形
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↑地区住民が人形様を送る様子

↑ サデ（稲架）に結わえた
　人形様
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西会津 I.C西会津 I.C
磐越自動車道磐越自動車道

国道 49 号国道 49 号

端村樋ノ口端村樋ノ口
の入口の入口

集会所集会所

萱本萱本

様の送りだ～」と掛け声を村中に響かせながら村外れまでお送りし、村の

入口のサデ（稲
は さ

架）の上に結わい付けて他村から悪人や悪疫が入って来な

いよう監視・退治する魔除けの神として祀
まつ

っていました。しかし、この行

事は昭和32年を最後に一度途絶えてしまいました。

　それから約30年後の昭和63年、県立博物館の企画展「境の神・風の

神：境に立つ神々―村人共同の祈りの姿」が行われました。このとき、企

画展のためにと依頼され、人形様作りを覚えていた古老にお願いして作成

した人形様が博物館で展示・保管されました。10年後の平成10年、萱本

自治区では地区住民の総意で「萱本ふるさとおこし実行委員会」を組織し

ました。県立博物館に保管してあった人形様の調査を行い、人形様を復元

し、全戸総出で人形様送りを再現しました。昔は１体だけでしたが、復元

時からは２体作成するようにし、サデもこの行事のために集会所敷地と端

村樋ノ口の入口に作成して人形様を結わえています。この人形様は翌年の

歳の神でお焚き上げし、２月にまた新しい人形様を作っています。同委員

会では今も引き続きふるさとの文化財や年中行事の継承などを続けてお

り、人形様送りは今年の２月で復活から21回目を数えました。
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